
コナラ 万葉名：ははそ・なら
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ブナ科の落葉高木で、クヌギとならんで山野

の雑木林に多い。里山を代表する木の一つ

で、薪炭材・シイタケの原木などに利用され

ている。形態がよく似たクヌギとは、葉の形

によって見分けることができる（葉の根本か

ら先に向けて幅広くなるのがコナラ）。
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